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はじめに 
最新のワークロードをサポートする PowerProtect Data Manager。 

Dell Technologiesがゼロから開発し、2019年にリリースされたバックアップソフトウェアをご存知でしょうか。 

ここでは、PowerProtect Data Manager（以降 PPDM）の構築手順をいくつかのフェーズに分けてご紹介させていただき

たいと思います。 

PPDMは vSpherの ova形式で提供されており、デプロイすると自動的に 90日の評価ライセンスが適用されます。 

90日以上利用する場合は、正規ライセンスを購入いただくか、すべて削除したうえで再構築頂く必要がございます。 

また PPDMは PowerProtect DD Systemとインテグレートすることにより、より堅牢で拡張性の高いシステムを構築す

ることができます。 

 
前提条件 

このガイドでは、vSphereに dellemc-ppdm-sw-19.9.0-19.ovaを導入する手順を説明しています。 

 
構築環境 

このガイドでは、以下の環境に構築した PPDMに VADP Proxyを追加いたします。 

 
 
 
事前準備 

導入する PPDMのバージョンを確認し vSphereや vCenterなど、関連するリソースとの Compatibilityを確認してくださ

い。Compatibility は Dellサポートサイトの Support Matrixから確認できます。 

関連するすべてのリソースにおいて、DNSサーバーで正引き/逆引きできように登録して下さい。 

関連するすべてのリソースにおいて、NTPサーバーで時刻同期できるように設定して下さい。 
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ソフトウェア 
※ ダウンロードにはサポートサイトのアカウントが必要です。 

・dellemc-ppdm-sw-19.9.0-19.ova 

［ Download Site URL ］ 

https://dl.dell.com/downloads/DL106136_PowerProtect%C2%A0Data%C2%A0Manager%C2%A019.9%C2%A0Install
%C2%A0OVA.ova 
［ SHA256 Checksum ］ 

542de0bf07e69cd1ea162dd8c529ff4c8d9df5bfbcc0525d6dcf8389336c283a 
※ ダウンロード後 Checksumが正しいことを確認し、zip を解凍して下さい。 
 
設定値 

ここでは、以下の値で設定することを前提で記述いたします。環境に合わせて変更して下さい。 

PPDM 10.119.99.101 ppdm-01.eval.dps.local 

  

ネットマスク 255.255.255.0 

ゲートウェイ 10.119.99.1 

DNS 10.119.99.71 cent8-01.eval.dps.local 

NTP 10.119.99.71 cent8-01.eval.dps.local 

Network VM Network 

Datastore datastore1 

Linux 管理者ユーザー / パスワード root Passw0rd! 

PPDM 管理者ユーザー / パスワード admin Passw0rd! 

 

DDVE 10.119.99.75 ddve-01.eval.dps.local 

  

管理者 ユーザー / パスワード sysadmin Passw0rd! 

ddboost ユーザー / パスワード ddbuser Passw0rd! 

SNMP コミュニティ名 public 

https://dl.dell.com/downloads/DL106136_PowerProtect%C2%A0Data%C2%A0Manager%C2%A019.9%C2%A0Install%C2%A0OVA.ova
https://dl.dell.com/downloads/DL106136_PowerProtect%C2%A0Data%C2%A0Manager%C2%A019.9%C2%A0Install%C2%A0OVA.ova
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メール（SMTP）サーバー 10.119.99.71 cent8-01.eval.dps.local 

 

管理者 メールアドレス mailuser@cent8-01.eval.dps.local 

ポート番号 25 

ユーザー名 mailuser 

パスワード Passw0rd! 

 

vCenter 10.119.99.70 dps-vc-b.eval.dps.local 

  管理者ユーザー / パスワード administrator@vsphere.local Passw0rd! 

ESXi 10.119.99.69 dps-esxi-b.eval.dps.local 

  管理者ユーザー / パスワード root Passw0rd! 

 

VADP Proxy 10.119.99.102 ppvp-01.eval.dps.local 

 

ネットマスク 255.255.255.0 

ゲートウェイ 10.119.99.1 

DNS 10.119.99.71 cent8-01.eval.dps.local 

vCenter dps-vc-b 

Network VM Network 

ESX Host / Cluster dps-esxi-b.eval.dps.local 

Datastore datastore1 

Transport Mode Hot Add, Fallback to Network Block Device 
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5. VMバックアップ 

PPDMでは vSphere7.0U3に導入された、Transparent Snapshot Data Mover（以降 TSDM）と連携したトランスペアレ

ント・スナップショットによる VMイメージバックアップをサポートします。 

現在の市場において、VMイメージバックアップの標準は VMware vSphere Storage APIs - Data Protection（以降 VADP）

でが、トランスペアレント・スナップショットでは VADP のスナップショット削除時に発生する STAN 問題を改善しま

す。 

また、vSphereに導入された TSDMで重複排除処理するため Proxy VMがなくても、ネットワークには重複排除されたデ

ータが転送され、高速なバックアップを可能にします。 

※ vSphere7.0U2までのバージョンには TSDMが導入されていないため、自動的に VADPでバックアップされます。 

※ VADPで Proxy VMがない場合は、すべてのデータがネットワークに転送される NBDモードでバックアップされます。 

※ VADPで Proxy VMがある場合は、Proxy VMがスナップショットをマウントする Hotaddモードでバックアップされます。 

PPDMでは、Proxy VMでデータを重複排除するため、重複排除後のデータがネットワークに転送されます。 

 

5-1. プロテクション ポリシーの作成  

 

1 メニューから Protectionを展開し、Protection Policiesをクリックします。 

Addをクリックします。 

 

 

2 Nameに任意の登録名を入力します。 

Virtual Machineを選択し、NEXTをクリックします。 

 



 
6  

 

3 Purposeを選択します。 

トランスペアレント・スナップショットでバックアップ

するには、Crash Consistentを選択します。 
※ Application Aware、Exclusionを選択すると、 

VADPでバックアップされます。 

NEXTをクリックします。 

 

4 vCenterを展開します。 

バックアップする VMにチェックを入れ、 

NEXTをクリックします。 
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5 Addをクリックします。 

 

6 バックアップスケジュールと保存期間を設定します。 

backup everyで、スケジュールの周期を選択します。 

Retain forで保存期間を入力し、期間の単位を選択します。 

Startで、バックアップの開始時間を設定します。 

Endで、バックアップの終了時間を設定します。 

Saveをクリックします。 
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7 Nextをクリックします。 

 

8 トランスペアレント・スナップショットで 

バックアップするには、 

Optimize forで Performanceを選択し、 

Enable guest file system quiescingにチェックを 

入れないで下さい。 
※ Optimize forで Capacityを選択すると、 

VADPでバックアップされます。 

※ Enable guest file system quiescingにチェックを入れると、 

VADPでバックアップされます。 

Nextをクリックします。 
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9 Summaryを確認し、Finishをクリックします。 

 

10 Last Run Statusが Successであることを確認します。 
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5-2. オンデマンド バックアップ  

 

1 Protection Policiesを選択します。 

バックアップを実行するポリシーにチェックを入れ、Protect Nowをクリックします。 

 

2 Assets Selectionを選択し、Nextをクリックします。 

 

3 Select type of backupを選択します。 

Retain forを入力し、Nextをクリックします。 
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4 Summaryを確認し、Protect Nowをクリックします。 

 

5 メニューから Jobsを展開し、Protection Jobsをクリックします。 

バックアップの進行状況を確認します。Statusが Successであることを確認します。 

 

6 バックアップの詳細を確認するため、Job IDをクリックします。 
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7 Detailsを確認します。 

トランスペアレント・スナップショットのバックアップでは、TransportModeUsedが SDMで表示されます。 
※ VADP NBDモードでは TransportModeUsed が nbdで表示されます。 

※ VADP Hotadd モードでは TransportModeUsed が hotaddで表示されます。 
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VADP Hotaddモードによる VMイメージバックアップでは、Proxy VMをデプロイする必要があります。 

Proxy VMがスナップショットをマウントし重複排除することで、ネットワークに転送されるデータが削減され、 

VADP NBDモードのバックアップパフォーマンスを改善します。 

 

5-3. VADP Proxyのデプロイ  

 

1 メニューから PInfrastructureを展開し、Protection Enginesをクリックします。 

VM Direct Enginesタブを選択し、Addクリックします。 

 

 

2 Supported Protection Typeで Virtual Machineを 

選択します。 

設定値を各項目に入力し、Nextをクリックします。 
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3 NEXTをクリックします。 

 

4 Summaryを確認し、Finishをクリックします。 

 

5 Statusが✅であることを確認します。 
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